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四国八十八箇所霊場
第一番札所　霊山寺

大豊町の大杉を祭る神社にて

吉野川流域には、平家伝説、四国八十八箇所巡礼、

参勤交代の道、山の道、そして国道、鉄道など、

多くの道がありますが、それぞれの移動経路は流域

の自然と深く関わっていました。また、美しい景色

と豊穣な実りをもたらす棚田にも、自然との調和と

畏敬の念がありました。

何気なく眺めている景色のなかに、どんなドラマが

潜んでいるが、再発見してみませんか？
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　四国の山あい広がる棚田は、日本の故郷の原風景です。その景色は、まるで、

水と緑と光にあふれたピラミッドのようで、私達にやすらぎを与えてくれます。

   このような美しい棚田は、 過去数万年にわたって、 地すべりによって土砂がゆっ

くりと移動してできた斜面に造られています

　 また、 棚田を造り水を蓄えることによって、 下流の洪水被害や、 土譲流失を軽減

する役割も果たしています。 先人達は、 このような生活の知恵を今に伝え、 感謝の

念を抱き、 美しい棚田を守り続けてきたのです。

美しい棚田が続くわけ美しい棚田が続くわけ

田んぼの真ん中にある水神様

棚田にあるビオトープ

大地が動き、川も人も動き、大地が動き、川も人も動き、

　　　　そこに歴史・文化が生まれる　　　　そこに歴史・文化が生まれる
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徳島河川国道事務所:『吉野川流域水害地形分類図』

第一番札所
霊山寺

第二番札所
極楽寺

第四番札所
大日寺

第三番札所
金泉寺

第五番札所
地蔵寺

第六番札所
安楽寺

徳島平野では吉野川がたびたび洪水を起こし、 過去の

流路跡が多く残されています。 四国八十八箇所の札所

は、 洪水氾らんや土石流の直撃を受けにくい、 吉野川

北側の山すそや扇状地末端部に多く建てられています。

洪水のときには水没する潜水橋

四国山地の旅路 四国山地の旅路 - 自然と歴史の相剋 -- 自然と歴史の相剋 - 
  紀貫之が通った延歴街道、参勤交代の行われた土佐北街道は、険しい山並みや峡谷の多い四国

山地の中では通りやすい道でした。街道沿いには、長い時間をかけて形成された緩やかな尾根や

地すべり地形が連続しているため、もともと歩きやすくなていました。

  一方、鉄道は勾配が緩やかな川沿いのルートが選ばれました。鉄道が開通してから、国道32号

線を造られました。現代の四国全体を結ぶ主要街道としての高速道路は、再びかつての土佐北街

道沿いのルートとなりました。
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四国を縦断するには

加藤・千木良（2010）：応用地質学会誌Vol.50,№3、pp.127～140

笹ヶ峰

  地すべり地の土地利用は、土質

や傾斜と大きく関わっていること

が分かっています。

　例えば御荷鉾帯と呼ばれる緑色

岩類から造りだされる土壌は、粘

土質で保水がよくなだらかな斜面

に水田が多いこと、三波川帯と呼

ばれる結晶片岩類から造り出され

る土壌がローム質で保水性が小さ

く急傾斜で、畑として利用されて

いる土地が多くなっています。

中央構造線
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稲垣・小坂・大久保（2007）：地すべり
学会誌，Vol44，№4，pp.37～43

中央構造線

侵食前線

谷戸（シルト・粘土）

褐色森林土

スギ ・ ヒノキ

イチョウ

 落葉広葉樹林
（モミジ ・ タラノキ etc）

ススキ ・ ヨモギ
イタドリ　etc

セリ ・ ヨモギ
イヌワラビ etc

凹地
コナラ林

オオタカ

クマタカ

変成岩類

泥岩・粘板岩

緩み岩盤

ホオジロ

イノシシ

チャート

硬質な岩盤

・岩質の硬い山地
・堆積地への土砂供給源
・原生林の残る森林

里山の生態系

連続した緑地
樹林性の鳥類

浅層地下水{
湿地性生態系（自然度が高い）

地すべりの発生素因（防災面でも重要）

地すべり押し出しによる段差地形

深層地下水

表層崩壊

・水辺空間の連続性
・洪水による撹乱をうけやすい

・自然性・多様性の高い
 湿地性の生態系

　吉野川上流の怒田・八畝地区は、

地すべりと土地利用が調和した美し

い景色が広がっています。地すべり

は、時として災害の原因にもなりま

すが、見方を変えると自然が土を耕

してくれているし、水源に近くきれ

いな湧水も豊富です。いわば農耕に

適し、豊かな生態系を育む土地を、

長い時間をかけて自然が用意してく

れていたと言えます。

コラム - 中央構造線と地すべり

これまでみてきた四国の地すべり地形は、日本を代表する

活断層である中央構造線に近いほど面積が大きく、遠ざか

るほど面積が小さくなることがわかっています。これは、

地すべりが中央構造線を震源とする直下型地震によって

形成されていることを反映した結果と考えられています。
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東西にまるで屏風のように連なる法皇山脈。そのなかに堀切
峠という”切れ目”がありました。この”切れ目”は、何万
年にもわたる山地の変形によって造られた地形で、古代から
土佐へ抜けるための交通の要所となっていました。
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延暦街道・参勤交代の道で最も険しく難所であったのが、笹ヶ峰です。古代の道は、尾根を通りつつも、時折棚田として利用
されている緩斜面を伝っています。一方現代の土佐北街道と言うべき高知自動車道は、地すべりの影響を避けるためトンネル
で笹ヶ峰を克服しています。

2004年の洪水による吉野川のせき止め土砂。川沿いの道は大洪水のたび土石流が
堆積して交通の妨げになりました。このため、大豊町から土佐へ抜ける道は川沿
いだけではなく尾根の道も利用されたと考えられます

大歩危・小歩危峡谷は、その名のごとく徒歩での交通はとても
困難で、鉄道が開発されるまで、ここを通るのは吉野川の水と
が主でした。現在は国道32号線もとおり、重要な交通路、観光
地となっています。

中島峰広（1999）：『日本の棚田-保全への取組み』
　古今書院，240ｐ.


